
6 7 t h  F e a t u r e  E x h i b i t i o n   T h e  A n c i e n t  F o o t b a l l  G a m e  o f  J a p a n

携帯電話のサイトから
情報をご覧頂けます

天理参考館
天理大学附属

携帯サイト

【開館時間】 9：30～16：30（入館は 16：00 まで）
【休館日】 火曜日（ただし 11/27 は開館）
【会　場】 ３階企画展示室
【入館料】 大人 400円　団体 300円（20 名以上）
 小･中学生 200円（学校単位の団体無料･要事前申込）
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【休館日】 火曜日（ただし 11/27 は開館）
【会　場】 ３階企画展示室
【入館料】 大人 400円　団体 300円（20 名以上）
 小･中学生 200円（学校単位の団体無料･要事前申込）
【後　援】 奈良県天理市／奈良県教育委員会／天理市教育委員会／
 読売新聞社／ＮＨＫ奈良放送局
【協　力】 蹴鞠保存会／談山神社／白峯神宮／天理図書館／
 社団法人奈良県サッカー協会／天理大学サッカー部／天理高校サッカー部
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世界の生活文化と考古美術の博物館

TENRI UNIVERSITY SANKOKAN MUSEUM

天  理  大  学  附  属

天理参考館
〒632-8540 奈良県天理市守目堂町250
TEL 0743-63-8414　FAX 0743-63-7721
URL http://www.sankokan.jp/

蹴
鞠

上：「蹴鞠図」原在孝 画
中央：鞠
背景：香色雷文唐花菱蟹竜胆丸文金紗上（部分）
右上から時計回りに：
紫組懸緒立烏帽子、桃色紫片身替唐花菱亀甲丸金紗上、
有紋燻革韈鴨沓、紅白片身替葛袴、蘇芳十骨桜樹文扇
すべて天理参考館蔵品

談山神社　（2012.4.29 撮影）
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イベント
（1）蹴鞠実演　　※（1）のみ観覧無料  但し展示を御覧になる場合は入館料が必要です
　日時：10 月 8 日（月・祝）
　　　　11：00 と 13：30 の 2 回　　場所：天理参考館南側広場
　内容：蹴鞠保存会会員 10 名による実演と解説
　◎雨天の場合は１階エントランスホールでおこないます
（2）蹴鞠装束着付実演
　日時：10 月 21 日（日）　13：30 から　　場所：研修室
　内容：蹴鞠保存会会員 2名による装束着付実演と鞠についての解説
トーク・サンコーカン
　日時：11 月 24 日（土）　13：30 から　　場所：研修室
　　　　「貴公子とスポーツ ～蹴鞠～」　幡鎌真理（当館学芸員）
列品解説
　日時：10 月 26 日（金）・11 月 26 日（月）
　　　　ともに 13：30 から　　場所：3階企画展示室
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天理 I.C.

天理本通り
（自動車不可）

天理東 I.C.西名阪道 名阪国道

国道25号

市役所
天理高校

天理大学

天理図書館

天理教教会本部
天理駅
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天理参考館

アクセス： JR・近鉄天理駅下車　徒歩約20分　
 西名阪天理インターより南へ約3km（駐車場あり・無料）
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朽葉萌黄各替葛袴・有紋燻露革

紫組懸緒烏帽子と烏帽子箱

金箔鞠と銀箔鞠

海松色桜樹摺箔上

紫下藤松葉散金紗上・朱四ツ組緒

各種金紋紗無紋継合上・朱四ツ組緒


